
大学院都市持続再生学コース 東大まちづくり大学院 シラバス

No. 講義日程 講義時限 講義者 講義形式 講義タイトル

1 10月3日 ６限 木内 望 ハイブリッド 人口減少論 総論

2 10月3日 ７限 瀬田 史彦 ハイブリッド 人口減少論の学術的な流れ

3 10月10日 ６限 松本 昭 ハイブリッド 人口減少にかかる自治体の政策

4 10月10日 ７限 上森 貞行 ハイブリッド 公共施設再編（FM）

5 10月17日 ６限 柳田 穣 フルオンライン 人口減少都市に係る国の政策

6 10月17日 ７限 饗庭 伸 フルオンライン 都市をたたむ（人口減少時代の都市デザイン）

7 10月24日 ６限 藤井 康幸 フルオンライン ランドバンク（米国の人口減少対策）

8 10月24日 ７限 服部 圭朗 ハイブリッド 欧州における人口減少問題

9 10月31日 ６限 瀬戸口 剛 ハイブリッド 夕張市（日本の人口減少対策の先進事例）

10 10月31日 ７限
木内 望

瀬田 史彦
ハイブリッド 討論

11 11月7日 ６限 西村 忠士 フルオンライン 関係人口・準市民の動向

12 11月7日 ７限 阪田 知彦 フルオンライン 人口減少の計画のアセスと評価

13 11月14日 ６限 金 中銀 フルオンライン 韓国の都市計画と人口減少問題

14 11月14日 ７限 酒本 恭聖 ハイブリッド 人口減少にかかる自治体の実態

15 11月21日 ６限
木内 望

瀬田 史彦
フルオンライン 学生からのプレゼンテーション・講評

16 11月21日 ７限
木内 望

瀬田 史彦
フルオンライン 学生からのプレゼンテーション・講評

講義曜日・時限 木曜日６・７限

講義目的

 人口減少に適応する都市計画のあり方を学ぶ。

 これまでの都市計画の制度と手法の多くは、もっぱら人口増加・都市化に対応するために定められてきた。しか

し、日本をはじめとしていくつかの国・地域では、⾧期的かつ不可逆的な人口減少が進行している。この講義で

は、市街地の縮退、空地空家の増加、社会基盤の再編をはじめとした人口減少局面に特有の課題に適切に対応する

ための制度、手法、事業について、多様な立場から考え、国内外の象徴的な事例から学ぶ。

 ※各講義のタイトルはこちらからの依頼に基づくものであり、実際の講義タイトルは修正される場合がある。

成績評価方法  講義への参加、プレゼンテーションおよびそれらを踏まえたレポートによって評価する。

講義名 人口減少まちづくり論
担当教員名 木内望・瀬田史彦
単位数(コマ数） 2単位（16コマ）


